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西
日
本
屈
指
の
磯
場
を
有
す
る
愛
南
町
。
特
に
冬
場
の
グ
レ
釣
り
が
本
格

化
す
る
11
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
、
大
物
を
求
め
て
中
四
国
や
関
西
圏
な

ど
か
ら
多
数
の
太
公
望
が
集
い
ま
す
。
大
海
原
を
前
に
風
や
自
然
を
感
じ
な

が
ら
行
う
磯
釣
り
の
魅
力
と
、
産
業
と
し
て
の
課
題
に
迫
り
ま
し
た
。

特
集 

シ
ー
ズ
ン
到
来
!

あ
い
な
ん
の
磯
釣
り

磯場は西海海域「松島の東」

出
港
は
夜
明
け
前

　

秋
祭
り
を
終
え
た
11
月
4
日
、
西

海
の
中
泊
港
は
夜
明
け
前
に
も
関
わ

ら
ず
、
磯
釣
り
の
準
備
を
す
る
人
や

渡
船
の
エ
ン
ジ
ン
音
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

「
今
日
は
北
西
の
風
が
強
い
か
ら
、

風
下
に
な
る
と
こ
ろ
に
降
ろ
し
て
い

く
よ
」。
そ
う
話
す
の
は
、
こ
だ
ま

渡
船
の
船
頭
を
務
め
る
吉
田
昌ま

さ

宏ひ
ろ

さ

ん
。
4
年
ほ
ど
前
に
町
職
員
を
退
職

し
、
父
か
ら
渡
船
業
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

一級磯と呼ばれるナガハエ。切り立った地形が特徴です

船を操縦する吉田昌
まさ

宏
ひろ

さん。「海が好

きなので仕事が楽しい」と話します

船の係留など、作業は基本的に一人で

こなしています
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自
然
と
の
触
れ
合
い
が
魅
力

　

午
前
６
時
15
分
、
中
泊
港
を
出
港

し
た
船
は
15
分
ほ
ど
で
こ
の
日
の
磯

場
と
な
る
松
島
に
到
着
し
ま
し
た
。

こ
だ
ま
渡
船
に
乗
船
し
た
の
は
松
山

市
在
住
の
正
岡
圭け

い

二じ

さ
ん
。
月
に
２

回
ほ
ど
磯
釣
り
の
た
め
に
愛
南
町
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

「
荒
々
し
い
自
然
と
の
触
れ
合
い

が
磯
釣
り
の
魅
力
。
磯
で
は
色
々
な

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
し
、
気
分
転
換

に
も
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
自

分
を
客
観
視
で
き
、
日
常
生
活
の
反

省
を
し
た
り
、
仕
事
に
対
す
る
新
た

な
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

磯釣り歴は 40 年ほどになる正岡圭
けい

二
じ

さん。

愛南町に向かう道中でも釣りのことを考えています

安
全
第
一
を
心
掛
け

　

「
足
元
に
気
を
付
け
て
!
」
と
い

う
声
が
ス
ピ
ー
カ
ー
越
し
に
響
き
ま

す
。
お
客
さ
ん
を
磯
場
に
渡
す
際
、

危
険
が
な
い
よ
う
に
吉
田
昌ま

さ

宏ひ
ろ

さ
ん

が
声
を
掛
け
ま
す
。

　

福
浦
で
山
洋
渡
船
の
船
頭
を
務
め

る
山
川
昭あ

き

彦ひ
こ

さ
ん
も
、「
お
客
さ
ん

の
安
全
が
一
番
。
地
域
の
業
者
同
士

で
横
の
つ
な
が
り
も
あ
り
、
連
絡
を

取
り
合
っ
て
海
の
状
況
を
共
有
し
て

い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

正岡さんが渡った磯は断崖絶壁。

荷物もわずかなスペースに置きます

磯に渡る際には慎重に船を着岸させます。

安全確保のために細心の注意を払います

山洋渡船の無料仮眠所。

磯釣りのお客さんは予約して使用するこ

とができます

狙
い
は
グ
レ
や
イ
サ
キ
な
ど

　

磯
釣
り
の
対
象
と
な
る
魚
は
、
グ

レ
を
中
心
に
イ
サ
キ
や
石
鯛
、真
鯛
、

ハ
マ
チ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

釣
り
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
好
き

な
魚
が
あ
り
、
そ
れ
を
狙
っ
て
仕
掛

け
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

イ
サ
キ
狙
い
の
正
岡
圭け

い

二じ

さ
ん

は
、「
イ
サ
キ
は
食
べ
て
も
美
味
し

い
し
、
近
所
に
あ
げ
て
も
喜
ん
で
も

ら
え
る
」
と
言
い
、「
浮
き
が
海
に

沈
む
あ
の
瞬
間
と
い
う
の
は
、
他
で

は
味
わ
え
な
い
感
覚
」
と
熱
く
語
り

ま
す
。

この日は風が強く午後 1 時過ぎに帰港。

通常は午後 2 時頃に納竿となります

写真左から取材に協力いただいた

石川武
たけ

夫
お

さん（徳島県）、正岡圭
けい

二
じ

さん（松山市）、

松澤正
まさ

孝
たか

さん（久万高原町）
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シーズン到来!

あいなんの磯釣り

特集

施設を案内する吉田文
ふみ

代
よ

さん。

民宿を営んで 50 年近くになります

イシダイ、タマミ、グレ、ヒラマサ…

こだま渡船の各部屋には魚の名前が使われて

います

お客さんを見送った後、船を洗浄する吉田昌
まさ

宏
ひろ

さん。

おもてなしのために手入れを欠かしません

磯釣り用の渡船が並ぶ中泊港。現在は 7 件の渡船業者が営業しています

みなとや渡船に飾られている魚拓。

松本明
あき

義
よし

さんが自作しています

山洋渡船に飾られてる魚拓。

70 ㎝近い石鯛が目を引きます

大
物
を
求
め
て

　

日
本
記
録
級
で
あ
る
と
い
う
71
㎝

の
グ
レ
の
魚
拓
を
前
に
松
本
明あ

き

義よ
し

さ

ん
は
、「
グ
レ
は
３
年
ほ
ど
で
25
㎝

位
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
年
に

１
㎝
ほ
ど
し
か
大
き
く
な
ら
な
い
。

大
物
は
貴
重
な
ん
で
す
」
と
説
明
し

ま
す
。

　

中
田
末す

え

光み
つ

さ
ん
は
、「
大
物
が
釣

れ
に
く
く
な
っ
た
今
で
も
、
愛
南
町

で
は
60
㎝
オ
ー
バ
ー
の
尾
長
グ
レ
が

釣
れ
て
お
り
、
そ
の
魅
力
は
あ
る
」

と
言
い
ま
す
。

産
業
と
し
て
の
課
題

　

渡
船
業
や
民
宿
な
ど
、
磯
釣
り
に

関
連
す
る
産
業
の
多
い
愛
南
町
。
こ

だ
ま
渡
船
で
民
宿
を
営
む
吉
田
文ふ

み

代よ

さ
ん
は
、「
磯
釣
り
の
お
客
さ
ん
は

以
前
に
比
べ
て
減
っ
て
き
て
い
る
」

と
話
し
ま
す
。

　

中
泊
で
渡
船
業
を
営
む
中
田
末す

え

光み
つ

さ
ん
は
、「
魚
の
絶
対
数
が
減
っ
て

い
る
し
、
ジ
ギ
ン
グ
や
ル
ア
ー
釣
り

な
ど
釣
り
も
多
様
化
し
て
、
手
軽
な

釣
り
を
好
む
方
が
増
え
て
い
る
」
と

分
析
し
ま
す
。
渡
船
業
者
か
ら
磯
釣

り
客
用
の
お
弁
当
を
受
注
し
て
い
る

楠
葉
巻ま

き

子こ

さ
ん
も
、「
よ
そ
か
ら
来

る
お
客
さ
ん
は
、
こ
こ
の
磯
は
最
高

と
言
い
ま
す
。
も
う
少
し
来
て
も
ら

え
た
ら
良
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

振
興
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

　

柏
崎
で
渡
船
業
と
民
宿
を
営
み
、

自
ら
も
磯
釣
り
が
大
好
き
だ
と
い
う

松
本
明あ

き

義よ
し

さ
ん
は
、「
磯
釣
り
を
す

る
人
は
高
齢
の
方
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
若
い
人
た
ち
に
も
っ
と

来
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

　

愛
南
町
の
観
光
地
で
あ
る
「
石
垣

の
里 

外
泊
」
の
隣
に
位
置
す
る
中

泊
に
は
、
磯
釣
り
客
だ
け
で
な
く
、

特
に
夏
場
に
は
多
数
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
磯
釣
り
愛
好
者
が
家
族
を

連
れ
て
観
光
す
る
こ
と
も
あ
り
、
自

身
も
家
族
を
案
内
し
た
と
い
う
正
岡

圭け
い

二じ

さ
ん
は
、「
愛
南
町
に
は
磯
釣

り
と
い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ

り
、
同
伴
者
も
観
光
で
楽
し
め
る
。

こ
の
こ
と
を
も
っ
と
情
報
発
信
す
る

こ
と
で
、
集
客
促
進
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」
と
提
案
し
ま
す
。
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寄稿：公益財団法人日本釣振興会愛媛県支部 支部長　（つり天国 代表）白石 勝
か つ

久
ひ さ

愛南町は釣り人憧れの場所

専門家の視点から

　なんと言っても愛南町を有名にしたのは昭和 30

年代末期～ 40 年代に始まった巨グレ（尾長メジナ）

ブームである。県下の釣り人はもとより、香川・徳島・

関西・九州方面から南郡詣でが始まり、多くの釣り

人が城辺や中泊・武者泊へと 60 ㎝～ 70 ㎝以上の巨

グレを求めて通ったものです。その後、由良半島で

も巨グレが爆釣し、ますます熱狂しました。毎年の

ように日本記録が釣れていたものです。当時は道路

が悪く松山から 4 時間～ 5 時間、徳島・香川からだ

と 7 時間～ 8 時間もかけて通っていたのです。釣り

人の情熱たるものは計り知れないものがあります。

　昭和 45 年頃だったと思うのですが、カラス貝で

石鯛が爆釣したため、上物、底物ともに一気に釣り

人が増えていきました。このブームで釣具メーカー

も製品開発に力を入れ、竹竿からグラスロッド、そ

してカーボンロッドへと進歩してゆき、リールも大

物に対応できる商品が開発されていきました。愛南

町はその後、バブル期に第三次磯釣りブームが訪れ

今日に至っています。

　釣り人も愛南町の経済効果に少しは貢献したと思

われますが、ただ傍目からは資源の破壊と見る人が

多いのも事実です。また、釣り人の家族は渡船代、

エサ、釣道具などお金をかけるより魚を買った方が

安いと何時も言っていますが、それでも本人は釣り

が楽しくて仕方がないのです。双方が歩み寄ってい

くためには、今後、日本釣振興会と釣り人が一緒に

なって、放流・釣場の整備などの活動を通して自然

を未来に残していくことも行っていきたいと考えて

います。愛南町の磯は計り知れないほど大きな魅力

を持っています。

　最後に私の提案ですが、由良の沖釣り、地釣り、

中泊のノコギリ、中バエ、武者泊のヤッカン、アブセ、

（釣り人憧れの日本有数の名磯で）今でも 60 ㎝オー

バーの巨グレが毎年上がっています。この磯は釣り

人だけが楽しむのはもったいないと思います。観光

船を出して、釣り人の家族はもちろん一般の観光客

も乗せて磯めぐりをするなど、また鹿島の活用など

も検討してもらいたいものです。

中泊渡船組合 組合長　（こだま渡船） 吉田 昌
ま さ

宏
ひ ろ

さん

「観光地の外泊の近くなので、観光も兼ねて楽しめます。

 その日の海の状況を見て最適の磯にご案内します」

内海渡船組合 組合長　（みなとや渡船） 松本 明
あき

義
よし

さん

「由良の磯は風裏が多く、北西の風に強いので冬場も

　安心です。よく釣れますよ」

西海南部渡船組合 組合長　（山洋渡船） 山川 昭
あき

彦
ひこ

さん

「西海南部は南に位置し、潮変わりが良く、地理的に北

　西の風にも強いです。安全第一でご案内します」

磯
釣
り
を
盛
り
上
げ
て

い
く
た
め
に

　

愛
南
町
の
各
渡
船
組
合
な
ど
が
組

織
す
る
愛
南
マ
リ
ン
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
で
は
、
年
に
１
回
、「
あ
い

　

愛
南
町
の
磯
釣
り
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
や
、
渡
船
業
者
、
民

宿
、
釣
具
店
の
ご
案
内
は
、

愛
南
町
観
光
協
会
（
電
話
番
号
：

０
８
９
５
―

７
３
―

０
４
４
４
）
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
ん
磯
釣
り
大
会
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
情
報
発
信
や
新
規
顧
客
の
獲
得

に
努
め
て
い
ま
す
。
山
川
昭あ

き

彦ひ
こ

さ
ん

は
、「
若
い
人
が
釣
り
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
る
か
ど
う
か
。
僕
ら
だ
け
で

は
ど
う
こ
う
で
き
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
安
心
安
全
と
親
切
な
対
応
を
心

掛
け
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と
力

強
く
話
し
ま
し
た
。
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　歳末助け合い運動が行われる季節

になってきた。互いに助け合って生き

ているのは人間だけではない。ハゼと

エビの中には、人間が誕生する、はる

か昔から助け合って生活しているも

のがいる。

　今回の写真は、ネジリンボウという

ハゼとニシキテッポウエビの助け合

いである。ネジリンボウという面白い

名前は、ねじれた棒のように見える体

の模様から付いた。このハゼとエビは、

同じ巣穴に仲良く住んでいる。目のい

いハゼが巣穴の外で見張りをして、穴

掘りが得意なエビが巣穴を作ってい

る。目の悪いエビが巣穴の外に出ると

きは、長い触角をハゼの体に密着させ

て安全を確保している。小さな生き物

同士が助け合って、厳しい自然を生き

抜いているのは、本当に感動的である。

　小さなハゼは、小さなエビの巣穴に

住んでいる。同じ大きさのハゼとエビ

がペアになっているのがおもしろい。

この広い海の中で、いったいどのよう

にして出会っているのだろうか。

（撮影地：瀬の浜） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.85

「一年中、助け合い運動」

ネジリンボウとニシキテッポウエビ　御荘文化センターで「愛南町戦没者追悼式」が行わ

れ、先の大戦において亡くなられた方々を追悼し、平

和を祈念しました。追悼の辞では、平和の大切さを訴

え、再び戦禍の悲劇を繰り返さないことを固く誓いま

した。

　国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊員として、

平成 27 年からカンボジアに派遣されていた下久家出

身の渡邊吉
よし

子
こ

さんが任務を終えて帰国し、清水雅文町

長を表敬訪問しました。

　南宇和高校を卒業後、アメリカで音楽を学んだ経験

を持つ渡邊さん。カンボジアでは中高生にマーチング

バンドやピアニカの指導を行い、二国間の友好親善に

貢献しました。

　「人々との関わりのなかでカンボジアの文化や芸術、

人々の素晴らしいところをたくさん学ぶことができ

た。11 月からはカ

ンボジアに戻って就

職することが決まっ

ているので、両国の

懸け橋となれるよう

努めたい」と意欲を

見せました。

10/

17
青年海外協力隊員 渡邊吉

よ し

子
こ

さん
清水町長を表敬訪問
日本とカンボジアの懸け橋へ意欲

10/

13
御荘文化センターで
愛南町戦没者追悼式

カンボジアから帰国して

清水町長を表敬訪問した

青年海外協力隊員の

渡邊吉
よし

子
こ

さん
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　御荘文化センターで音・人・食のセッションをテー

マに「Jazz in 四国（愛南町）2017」（主催：同実行

委員会）が開催され、訪れた観衆約 500 人を魅了し

ました。

　4 回目となる今年は「森山威男・板橋文夫スペシャ

ルセッション」「Keiko Lee feat.Philip Woo」「秋山

一将 Trial Trip」「栗田敬子トリオ with 情家みえ」の

4 組が出演。5 時間半にわたって熱のこもった演奏

を披露しました。

　宿毛市から訪れた山本直
なお

人
と

さんは「去年初めて来

てとても良かったので、今年も楽しみにしていた。5

時間も続くライブを楽しめるのはここだけ」と満足

そうに話しました。

10/

21
熱のこもった演奏が
満員の観衆を魅了

　㈶自治総合センターの「平成 29 年度コミュニティ

助成事業」の補助を受け、菊川自治会（御荘）の行

事等で使用する神輿等が新調されました。

　この事業は、『宝くじの普及広報事業』として自治

総合センターが受け入れた宝くじ収益金を財源とし

て、住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を

図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げる

ことをめざすもので、コミュニティ活動に直接必要

な施設または設備の整備を行っています。

10/

17
「宝くじ助成事業」で
神輿等を整備しました

　御荘文化センターで「子どもたちのための JAZZ 演奏会」

（主催:Jazz in 四国（愛南町）2017実行委員会）が開催され、

親子連れら 250 人が一流ミュージシャンが奏でるジャズ

を楽しみました。

　演奏会では、南宇和高校吹奏楽部が前日の「JAZZin 四

国（あいなん）2017」に出演した「秋山一将 Trial Trip」

や峰厚介さん、栗田敬子さんらと 2 曲をセッションして会場を盛り上げました。

　ジャズ俳句では、松山市で活動する「JAZZ 句会」のメンバーが演奏に合わせ

て作った句が次々とスクリーンに映し出され観客を楽しませました。

　プロのミュージシャンと協演した南宇和高校 2 年の田中李
り

奈
な

さんは「緊張した

けど、リハーサルで声をかけてもらったので本番は落ち着いて練習通りできた。

プロの方は高音の出し方や楽譜のアレンジがすごい」と笑顔で話しました。

10/

22
南高生がプロと協演
子どもたちのための JAZZ 演奏会

司会を務める「2017

ミス・ユニバース・ジャ

パン」準グランプリの

福岡佳
か

奈
な

子
こ

さん

プロのミュージシャンと協

演する南宇和高校吹奏楽部
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　㈶自治総合センターの「平成 29 年度コミュニティ助成

事業」の補助を受け、長野地区（城辺）の行事等で使用

する牛鬼頭等が新調されました。

　この事業は、『宝くじの普及広報事業』として自治総合

センターが受け入れた宝くじ収益金を財源として、住民

が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の

連帯感に基づく自治意識を盛り上げることをめざすもの

で、コミュニティ活動に直接必要な施設または設備の整

備を行っています。

10/

25
「宝くじ助成事業」で
牛鬼頭等を整備しました

　第 6 回あいなん医療研修会（主催：あいなん小児医療を守る会）が開催され、子育て中の保護者や医療

関係者ら約 90 人が参加して子どもの救急疾患や予防接種について学びました。

　講演を行った愛媛大学医学部附属病院周産母子センターの太田雅明医長は、子どもの救急疾患について

症状に応じた重症化のサインを紹介、「サインがあるとき

は早めに受診してほしい」と呼びかけました。同会会長

の兵頭朝
あさ

美
み

さんは、「守る会は、愛南町の医療のためにな

にかできないかと有志が始めた会。これからも今日のよ

うな勉強会を通じて愛南の健康と未来のことを考えてい

きたい」と話しました。

　あいなん小児医療を守る会では、随時会員募集を行っ

ています。興味のある人は ainan.mamoru@gmail.com

までご連絡ください。

10/

28 重症化のサイン見落とさないで

　英語でのコミュニケーション能力を身に付けることや、異文化に対する理解を深めようと、オーストラ

リアで 10 日間の海外研修を行った中学生 15 名による報

告会が愛南町役場本庁舎で行われました。

　町教育委員会が主催する本事業では、生徒らは 8 月に

現地を訪れてホームステイし、ホストファミリーとの日

常生活や現地の小学校での学習を通じて国際交流に対す

る理解を深めました。

　生徒らは海外での生活を楽しんだ様子で報告を行い、

「英語でたくさんコミュニケーションをとることができ

た」「日本の文化に興味を持っている方がいた」などと発

表し、成長した姿を見せていました。

10/

26
中学生がオーストラリアでの
異文化体験を報告
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　御荘文化センターで愛南

町小・中学校音楽発表会が

開催され、町内の小中学校

19 校が美しい演奏や歌声

を響かせました。

　全体合唱「アイナンデス」

（15 日）と「オレンジの時

つ風」（16 日）では、それ

ぞれの歌を歌う庭瀬幸
こう

一
いち

郎
ろう

さんと岩切愛
あい

子
こ

さんがサプ

ライズで登場。児童生徒ら

と共に熱唱して会場を盛り

上げました。

11/

15 ～ 16 愛南町小・中学校音楽発表会

庭瀬幸一郎さんの「アイナンデス」を

一緒に歌って盛り上がる会場

来年 3 月に閉校する中浦小学校は合唱「小

さな勇気」で美しい歌声を響かせました

　御荘文化センター、城の辺学習館、平城交

流センターの 3 か所で 2 日間に渡って、愛

南町文化協会主催による文化祭が開催されま

した。

　発表部門では、オープニングの愛媛県指定

無形民俗文化財「正木の花とり踊り」のほか、

踊りや唄、演奏などの多様な発表が行われ、

豪華景品の当たる抽選会も開催されました。

　会場内には文化協会員の作品が数多く展示

されたほか、文化センターではとんぼ玉の

ネックレス作りやフラワーアレンジメントな

どのワークショップ、平城交流センターでは

短歌大会や囲碁大会も開催され、訪れた人を

楽しませました。

11/

11 ～ 12 平成 29 年度愛南町文化祭が開催されました !

オープニングを飾った「正木の花とり踊り」
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

篠
山
市
の
食
材
が
給
食
に
登
場
し
ま
し
た

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

楽
し
み
な
が
ら
防
災
学
ぶ
「
防
災
な
か
よ
し
運
動
会
」

玉
田
瀬せ

名な

く
ん
（
一
本
松
中
）
の
作
文
が

「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

平
成
29
年
度
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

　

愛
南
町
が
姉
妹
都
市
提
携

を
し
て
い
る
兵
庫
県
篠
山
市

の
特
産
で
あ
る
黒
枝
豆
と
山
の
芋
の

か
き
揚
げ
が
、
学
校
給
食
に
登
場
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
今
年

で
４
回
目
、
９
月
に
は
愛
南
町
の
食

材
が
篠
山
市
の
給
食
で
使
わ
れ
ま
し

た
。

　

篠
山
小
学
校
２
年
の
秋
澤
光

ひ
か
り

さ
ん

は
「
黒
枝
豆
も
山
の
芋
も
と
て
も
美

味
し
く
て
大
好
き
。
来
年
も
食
べ
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

10/18

9/9

生
涯
学
習
課
か
ら

　

愛
南
町
連
合
婦
人
会
に
よ

る
「
第
10
回
防
災
な
か
よ
し

運
動
会
」
が
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
婦
人
会
の
会
員
同
士
の

交
流
と
防
災
教
育
を
目
的
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
約
90

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毛
布
と
棒
で
作
っ
た
担
架
で
子
ど

も
を
運
ぶ
競
技
や
、
非
常
用
持
ち
出

し
品
を
正
し
く
袋
に
詰
め
る
競
技
な

ど
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
競
技
を

行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災
知
識
を

学
び
ま
し
た
。

10/15

消
防
本
部
か
ら

　

一
本
松
中
学
校
１
年
の
玉
田

瀬せ

名な

く
ん
が
公
益
財
団
法
人
愛

媛
県
消
防
協
会
が
開
催
し
た
「
防
火

防
災
に
関
す
る
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

玉
田
く
ん
の
作
文
「
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
〜
消
防
団
員
に
応
え

て
」
は
、
普
段
は
自
分
の
仕
事
を
し

つ
つ
も
地
域
の
安
全
の
た
め
に
活

動
す
る
消

防
団
に
対

し
て
、
地

域
住
民
で

あ
る
僕
た

ち
は
、
防

火
・
防
災
が
他
人
事
に
な
っ
て
い
る

と
振
り
返
り
、「
自
助
」
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
無
償
で
地
域
に
貢
献

し
て
い
る
消
防
団
に
応
え
る
こ
と
に

な
る
、
将
来
は
僕
も
消
防
団
に
入
っ

て
地
域
に
貢
献
し
た
い
、
と
力
強
く

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

玉
田
く
ん
は
「
地
域
み
ん
な
の
防

災
意
識
が
向
上
し
て
、
少
し
で
も
火

事
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
ら
い
い
と

思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

玉
田
く
ん
の
作
文
は
第
17
回
全
国

中
学
生「
防
火
防
災
に
関
す
る
」作
文
コ

ン
ク
ー
ル
に
も
愛
媛
県
代
表
と
し
て

出
品
さ
れ
、佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

防
災
対
策
課
か
ら

　

地
域
防
災
力
の
向
上
に
繋
げ
、
「
命

を
守
る
」
行
動
に
つ
い
て
も
う
一
度
考

え
る
場
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
災
害
か
ら
自
身
や
家
族
、
近
隣

の
人
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
と
家
族
の
身
を

守
る
「
自
助
」
と
地
域
住
民
が
相
互
に

助
け
合
う
「
共
助
」
が
不
可
欠
で
す
。

　

「
命
を
守
る
」
行
動
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

平
成
29
年
12
月
10
日
㈰

13
時
30
分
〜
15
時
30
分(

開
場
13
時)

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

基
調
講
演

　

西
条
市
防
災
士
連
絡
協
議
会
女
性

部　

部
長　

木
藤　

容
子 

氏

「
共
に
生
き
る
」
〜
ぼ
う
さ
い
じ
ょ

の
活
動
に
つ
い
て
〜

　

他
に
防
災
小
説
コ
ン
テ
ス
ト
グ
ラ

ン
プ
リ
作
品
披
露
や
愛
媛
大
学
防
災

情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
提

供
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

 

℡
７
２
―

０
１
３
１
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走
る
広
告
塔
　
プ
リ
ン
ト
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
デ
ビ
ュ
ー

総
務
課
か
ら

城辺小学校の6年生の校外学習でデビューした

プリントマイクロバス

野
菜
栽
培
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

池
田
一か

ず

成な
り

さ
ん
の
出
品
牛
が
優
等
賞
主
席
を
受
賞

「未経産１区の部」で優等賞首席を受賞

した池田一
かず

成
なり

さんとご家族の皆さん

私
た
ち
は
守
り
ま
す 

火
の
用
心
！ 

御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド

　

車
体
全
面
に
愛
南
町
の
自

然
や
特
産
品
が
プ
リ
ン
ト
さ

れ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
運
行
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
走
る
広
告
塔

と
し
て
の
効
果
が
期
待
で
き
る
」
と

い
う
議
員
提
案
が
き
っ
か
け
で
実
現

し
た
も
の
で
、
バ
ス
に
は
石
垣
の
里

（
外
泊
）や
三
ッ
畑
田
島
、
ア
ケ
ボ
ノ

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
風
景
と
愛
南
ゴ
ー
ル

ド
や
び
や
び
や
か
つ
お
な
ど
の
特
産

品
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
型
プ
リ
ン
タ
ー
で
車
体
に
直
接

イ
ン
ク
を
吹
き
付
け
て
プ
リ
ン
ト
す

る
こ
と
で
従
来
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
比

べ
て
費
用
を
抑
え
、町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
が
期
待
で
き
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

11/1

　

11
月
７
日
㈫
、
平
城
小
学
校
３
年
生
児
童

51
名
が
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
玉

ね
ぎ
を
は
じ
め
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

野
菜
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｊ
Ａ

駐
在
の
源
指
導
員
の
話
を
真
剣
に
聞
き
な
が

ら
、
野
菜
に
関
す
る
質
問
に
大
き
な
声
で
元

気
よ
く
答
え
た
り
、
実
際
に
玉
ね
ぎ
の
種
や

苗
を
手
に
取
っ
て
臭
っ
て
み
た
り
し
な
が

ら
、
玉
ね
ぎ
の
植
付
け
や
収
穫
時
期
に
つ
い

て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

11
月
７
日
㈫
西
予
市
野
村
畜
産

総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
で
「
第
79
回

愛
媛
県
総
合
畜
産
共
進
会
・
肉
用

種
種
牛
の
部
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
愛
媛
県
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
繁

殖
牛
が
集
ま
る
中
で
、
池
田
一か

ず

成な
り

さ
ん
（
広
見
）
の
出
品
牛
「
ゆ
い
な

４
」
が
「
未
経
産
１
区
の
部
」
に

お
い
て
、
最
高
位
で
あ
る
優
等
賞

首
席
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
課
か
ら

　

秋
の
全
国
火
災
運
動
に
合

わ
せ
て
、
愛
南
町
消
防
団
で
は

防
火
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
御
荘

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
御
荘
保
育
所
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
平
城
小
学
校
の

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
バ
ト
ン
・
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
な
ど
約
１
４
０
名
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

愛
南
警
察
署
前
で
の
出
発
式
で

は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち

が
「
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
！
」
、
ま

た
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち

は
「
火
災
を
な
く
し
、
す
ば
ら
し
い

私
た
ち
の
町
を
守
り
ま
す
！
」
と
元

気
良
く
防
火
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
全
員
で
「
私
た
ち
は
守

り
ま
す
火
の
用
心
」
と
手
を
２
回
た

た
き
、
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
誓

い
を
立
て
る
と
、
ポ
ン
プ
車
を
先
頭

に
、
御
荘
夢
創
造
館
ま
で
「
火
の
用

心
」
と
元
気
よ
く
呼
び
か
け
な
が
ら

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

る
車
体
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
今
後

は
町
主
催
の
事
業
等
で
町
内
外
を
走

行
し
て
愛
南
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

消
防
本
部
か
ら

11/11
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

有
権
者
に
も
政
治
家
に
も
、

守
っ
て
ほ
し
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

　

政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な

関
係
を
保
ち
、
お
金
の
か
か
ら
な
い

選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
次
の
よ
う

な
こ
と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
寄

附
禁
止
の

ル
ー
ル
を

守
っ
て
明

る
い
選
挙

を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

■
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家(

候
補
者
、
候
補
者
に
な

ろ
う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る

者)

は
、
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

■
政
治
家
に
対
す
る

寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　

有
権
者

が
威
迫
し

て
、
あ
る

い
は
政
治

家
を
陥
れ

る
目
的
で

寄
附
を
求

め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
政
治
家
の
関
係
団
体
の寄

附
の
禁
止

　

政
治
家

が
役
職
員

や
構
成
員

で
あ
る
団

体
が
、
政

治
家
の
氏

名
を
表
示

し
て
選
挙
に
関
し
寄
附
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

■
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

後
援
団
体
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝

儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
の
禁
止

　

政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
有
料
の

あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

■
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
は
、
そ
の
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
年
賀
状
等
の
あ
い
さ

つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会 

℡
７
２
―

１
２
１
１

政治家の寄附禁止贈らない・求めない・受け取らない

政治家の寄附は
  レッドカード

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

年
末
年
始
の
役
場
業
務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

役
場
本
庁 

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
休
業

戸
籍
関
係
の
届
出
の
受
付
、
埋
火
葬
許
可

証
の
発
行
は
行
い
ま
す
。

内
海
支
所 

（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

御
荘
支
所 

（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

一
本
松
支
所（

℡
８
４
―

２
２
１
１
）

西
海
支
所 

（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

国
保
一
本
松
病
院

（
℡
８
４
―

２
２
５
５
）

12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
休
業

（
休
診
）

内
海
診
療
所（

℡
８
５
―

０
３
４
１
）

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

御
荘
夢
創
造
館

（
℡
７
２
―

１
１
１
６
）

DE
・
あ
・
い
・
21

（
℡
８
５
―

１
０
２
１
）

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）
12
月
28
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
休
業

一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘

（
℡
８
４
―

３
２
６
０
）
年
末
年
始
、
無
休
で
営
業

御
荘
霊
苑 

（
℡
７
２
―

４
４
２
０
）
１
月
１
日
㈪
か
ら
１
月
２
日
㈫
ま
で
休
業

環
境
衛
生
課（

℡
７
２
―

７
３
１
６
）

１
月
１
日
㈪
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
可
燃

ご
み
収
集
業
務
は
休
み

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）

12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
休
業

・
粗
大
ご
み
の
持
込
み
は
12
月
28
日
㈭
12

時
ま
で

・
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持
込
み

は
12
月
28
日
㈭
15
時
ま
で

※
宇
和
島
広
域
事
務
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
は

12
月
31
日
㈰
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
休
業

総
務
課
か
ら
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種別 管内 住宅名称及び所在地
構造

年月日
間取り 月額家賃 駐車場

地デジ
受信

公
営
住
宅

城
辺

三島団地4号棟（1階6号室）
城辺乙669番地

RC造3階建
昭和50年

3DK
59.30㎡

9,200円～
13,700円

有 ◯

三島団地6号棟（1階2号室）
城辺乙669番地

RC造4階建
昭和57年

3DK
67.70㎡

11,700円～
17,500円

有 ◯

御
荘

八幡野団地A-2棟（2階28号室）
御荘平城1448番地

RC造4階建
昭和51年

3DK
52.40㎡

9,700円～
14,500円

有 ◯

猪ノ尻西団地A-1棟（3階5号室）
御荘平城2404番地

RC造3階建
昭和52年

3DK
53.70㎡

10,800円～
16,200円

有 ◯

中浦団地（1階1号室）（1階3号室）（1階5号室）（3階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
昭和53年

3DK
56.30㎡

9,100円～
13,600円

有 ◯

特
定
公
共

賃
貸
住
宅

西
海

久家団地（1階3号室）
久家23番地1

RC造3階建
平成8年

3LDK
94.94㎡

37,000円 有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。
①単身者でも申込みできる場合もありますが、世帯を有している方を優先します。
②入居には連帯保証人が2名必要で、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。なお、入
居まで多少時間のかかる住宅もあります。

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

建
設
課
か
ら

住
民
参
画
推
進
制
度
の
実
施
状
況
を
報
告
し
ま
す

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要
（
左
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間　

　

12
月
８
日
㈮
〜
15
日
㈮

入
居
者
資
格　

（
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
で
、
町
内
に
居
住
を

希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て
申

込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方

は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⑵
世
帯
を
お
持
ち
の
方
（
特
別
な
場
合

を
除
い
て
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ

ん
。）

⑶
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑷
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

⑸
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

【
公
営
住
宅
】 

15
万
８
千
円
以
下
の
方

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　

15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　
　

〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
先

　

各
団
地（
住
宅
）ご
と
で
の
申
込
み
と

な
り
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
で
入
居

の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

総
務
課
か
ら

　

住
民
参
画
推
進
制
度
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
町
政
に
参
画

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
制
度
で

す
。
具
体
的
に
は
、
委
員
会
や
懇
話
会
の
設
置
に
よ
る
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
聴
取
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
町
の
計

画
等
の
案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
「
住
民
の
意
見
表
明
制

度
」（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

手
法
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
委
員
会
等
は
、
一
部
を
除
い
て
公
開
し
て
お
り
ま
す

の
で
傍
聴
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
住
民
参
画
推
進
制
度
の
実
施
状
況

■
住
民
の
意
見
表
明
制
度

　

平
成
27
年
度
農
業
委
員
会
活
動
の
点
検
・
評
価（
案
）、
第
３

次
地
域
福
祉
計
画
、
愛
南
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
素

案
）、
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書（
案
）　

計
４
件

■
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

入
所
年
度
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
農
業
農
村
振
興
基
本
計
画

策
定
ア
ン
ケ
ー
ト
、
中
学
生
・
高
校
生
の
読
書
活
動
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
、読
書
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト　

計
４
件

問
合
せ　

総
務
課  

℡
７
２
―

１
２
１
１

委
員
数

７
２
３
名

委
員
男
女
比

男
性
４
８
１
名（
66
・
５
％
）

女
性
２
４
２
名（
33
・
５
％
）

※
男
女
比
目
標
値
は
、男
女
と
も
30
％
以
上

公
募
委
員
の
率

9.5
％

※
目
標
値
は
、
20
％
以
上

会
議
公
開
件
数

62
件
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心
地
よ
い
秋
空
の
も
と
、
町
内
全

域
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
笛

や
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
り
、
活
気
が

あ
ふ
れ
る
中
、
各
地
区
で
は
そ
れ
ぞ

れ
特
色
の
あ
る
神
輿
や
牛
鬼
、
唐
獅

子
、
鹿し

し

舞
な
ど
が
地
域
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　

広
見
地
区
で
お
祭
り
に
参
加
し
た

布
山
椋

り
ょ
う

く
ん
（
一
本
松
保
育
所
）
は

「
か
ら
し
し
が
見
れ
て
楽
し
か
っ
た
」

写
真
で
振
り
返
る

町
内
秋
祭
り

11/3 

久良・鹿
しし

舞い

（中川 八
や

千
ち

代
よ

さん）

愛南フォトクラブ撮影

写真で振り返る町内秋祭り

イベント

家串・神輿　　（沖野 利
とし

文
ふみ

さん）

増田・牛鬼　　（𠮷弘 宗
そう

二
じ

郎
ろう

さん）

平城五常会・五ツ鹿　　（幸﨑 信
のぶ

正
まさ

さん）

長野・牛鬼　　（上田 隆
たか

光
みつ

さん）
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と
感
想
を
述
べ
、秋
場
纏

ま
と
い

く
ん
（
同
）

は
「
太
鼓
が
鳴
っ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

一
本
松
地
区
の
唐
獅
子
で
太
鼓
役

を
務
め
た
土
居
日ひ

ゅ
う
が向

く
ん
（
一
本
松

小
6
年
）
は
、
8
月
末
か
ら
週
三
回

の
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。「
練
習
は

厳
し
か
っ
た
け
ど
、
今
日
は
よ
く
出

来
た
。
緊
張
し
ま
し
た
」
と
ほ
っ
と

し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
区
の
秋
祭
り
の
様
子

を
、
愛
南
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

が
撮
影
し
た
写
真
で
振
り
返
り
ま

す
。

撮影協力：愛南フォトクラブ

　　　　　（　）は撮影者氏名

家串・荒獅子　　（岡原 俊
とし

機
き

さん）

広見・六ツ鹿　　（大本 繁
しげ

男
お

さん）

福浦・櫓
やぐら

太鼓　　（濱本 秀
ひで

雄
お

さん）

深浦・神輿　　（土居 寿
ひさ

直
なお

さん）

長崎・天狗

（中川 裕
ひろ

文
ふみ

さん）
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

12
月
21
日
は
「
え
ひ
め
防
災
の
日
」 

12
月
17
日
㈰
〜
23
日
（
土
・
祝
）
は
「
え
ひ
め
防
災
週
間
」
で
す

防
災
対
策
課
か
ら

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

今
月
の

 

年
金
出
張
相
談
（
予
約
制
）

 

○
12
月
19
日
㈫

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

12
月
21
日
は
、
昭
和
南
海
地
震

（
昭
和
21
年
）
が
発
生
し
た
日
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
愛
媛
県
防
災
対
策
基

本
条
例
に
よ
り
「
え
ひ
め
防
災
の

日
」
と
定
め
ら
れ
、県
市
町
・
事
業
者
・

自
主
防
災
組
織
な
ど
総
ぐ
る
み
で
、

防
災
意
識
啓
発
や
防
災
訓
練
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
南

海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
起
き

た
と
き
、
県
市
町
・
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
は
救
援
・
救
助
活
動
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
が（
公
助
）、
ま
ず

は
皆
さ
ん
自
身
で
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す（
自
助
）。
し
か

し
、
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、
隣
近
所
や
自
主
防
災
組
織
で

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す（
共
助
）。

　

12
月
18
日（
月
曜
日
）午
前
11
時
00

分
か
ら
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
え
ひ
め

（
県
民
総
ぐ
る
み
地
震
防
災
訓
練
）」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、

そ
の
場
で
⑴
「
ま
ず
低
く
」
、
⑵
「
頭

を
守
り
」、
⑶「
動
か
な
い
」
の
安
全

確
保
行
動
を
約
１
分
間
行
う
も
の

で
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛

南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
愛
媛
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
災
週
間
に
は
次
の
こ
と
を
家
庭
や

地
域
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
時
持
出
袋
の
準
備
・
確
認
を

し
ま
し
ょ
う

○
家
具
や
電
化
製
品
の
転
倒
防
止
を

し
ま
し
ょ
う

○
自
宅
周
辺
な
ど
危
険
箇
所
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う

○
避
難
場
所
や
避
難
路
の
確
認
、
緊

急
時
の
連
絡
先
な
ど
家
族
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

 

℡
７
２
―

０
１
３
１

　

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
は
、

様
々
な
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
お

聞
き
し
、
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え

て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

事
業
所
に
は
、
相
談
支
援
専
門
員

が
配
置
さ
れ
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

「
選
ん
だ
場
所
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

保
健
福
祉
課
か
ら

と
」
を
支
援
し
調
整
し
ま
す
。
困
っ

て
い
る
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
く
て
も
、
相
談
支
援

専
門
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
、
地

域
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

（
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
日
）
※
土
・
日
・
祝
祭
日
、
12
／

29
〜
１
／

３
を
除
く

事
業
所

相
談
日
時

主
な
対
象
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

い
ろ
り

愛
南
町
城
辺
甲
２
０
４
番
地
１

（
０
８
９
５
）７
０
―

１
０
７
０

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

精
神
障
害

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所 

い
ち
ご
の
里

愛
南
町
中
川
１
４
１
０
番
地
１

（
０
８
９
５
）８
４
―

３
３
４
６

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜

17
時
15
分

知
的
障
害

児
童

愛
南
社
協
相
談
支
援
事
業
所

愛
南
町
御
荘
平
城
２
１
３
９
番
地

（
０
８
９
５
）７
２
―

３
５
４
７

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜

17
時
15
分

身
体
障
害

南
愛
媛
療
育
セ
ン
タ
ー

北
宇
和
郡
鬼
北
町
永
野
市
１
６
０
７
番
地

（
０
８
９
５
）４
５
―

１
１
０
１

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜

17
時
15
分

児
童

発
達
障
害

愛
南
町
障
が
い
者（
児
）相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

愛
南
町
城
辺
甲
２
４
２
０
番
地

（
０
８
９
５
）７
２
―

１
２
１
２

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜

17
時
15
分

全
般
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税
務
課
等
か
ら

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
（
12
月
は
25
日
）
に
振

替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
の
振
替
日
は
毎
月

21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
た
め
の

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
町
内
の
指
定

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
、
町
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法　

　

指
定
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま

す
。

対
象
者　

　

20
歳
以
上
の
女
性

料
金　

健
診
に
か
か
る
費
用
は
無
料

で
す
。 

実
施
期
間　

　

平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

申
込
方
法

　

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課  

℡
７
２
―

１
２
１
２

切
手
を
貼
ら
ず
に
使
用
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
の
送
付
用
封
筒

町
民
課
か
ら

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
よ
り
、
通
知
カ
ー
ド
、
交
付
申
請

書（
通
知
カ
ー
ド
と
一
体
）と
一
緒
に

送
ら
れ
て
き
た
、
送
付
用
封
筒
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
〈
個
人
番
号
〉
カ
ー
ド
申

請
用
）
の
、
差
出
有
効
期
間
が
、
平

成
29
年
10
月
４
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
場
合
で
も
切
手
を
貼
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。
（
平
成
31
年

５
月
31
日
ま
で
）

　

送
付
用
封
筒
を
追
加
で
欲
し
い
人

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ

イ
ト
内
「
封
筒
材
料
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は
こ
ち
ら
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ

イ
トh

ttp
s://w

w
w

.k
o
jin

b
a
n
g
o
-

c
a
rd

.g
o
.jp

/

問
合
せ　

　

町
民
課  

℡
７
２
―

７
３
０
０

■
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　

赤
地
に
白
色
で
十
字
マ
ー
ク
と

ハ
ー
ト
が
描
か
れ
た
長
方
形
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
で
す
。（
写
真
）

　

義
足
や
人
工
関
節
を
利
用
し
て
い

る
人
、
内
部
障
が
い
や
難
病
の
人
、

妊
娠
初
期
の
人
な
ど
が
身
に
つ
け
る

こ
と
で
、
周
囲
に
手
助
け
を
必
要
と

す
る
こ
と
や
見
え
な
い
障
が
い
へ
の

理
解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
マ
ー
ク
利
用
者
を
見
か
け
た
ら

◎
公
共
交
通
機
関
で
見
か
け
た
ら
、

席
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

◎
駅
や
商
業
施
設
な
ど
で
困
っ
て
い

る
利
用
者
を
見
か
け
た
ら
、
声
を

か
け
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す

◎
災
害
時
は
、
安
全
に
避
難
す
る
た

め
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

■
配
布
方
法　

希
望
者
一
人
に
つ
き

１
個
配
布
（
無
料
）
し
ま
す
。
障
害
者

手
帳
や
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
は

不
要
で
、
家
族
や
支
援
者
な
ど
の
代

理
人
に
よ
る
受
け
取
り
も
可
能
で

す
。
郵
送
で
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
配
布
場
所　

役
場
本
庁　

保
健
福

祉
課
、
役
場
各
支
所

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係  

℡
７
２
―

１
２
１
２
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アカデミー

食改おすすめレシピ集!
　第8号が完成しました。

食育

町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
対
象
学
習
塾
が
定
期
開
講
さ
れ
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

ご
存
知
で
す
か
。
固
定
資
産
税

税
務
課
か
ら

戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　愛南町食生活改善推進協議会では、毎回テーマを

決め、『おいしく !手軽に !健康に !』なれるようなレ

シピ集を作っています。

　今回は「骨粗鬆症予防」をテーマに作成しました。

骨粗鬆症予防の基本は「食生活」です。バランスの

とれた食事から、骨の材料となるカルシウムをきち

んと摂ることが大切です。

牛乳・乳製品や小魚類、大

豆製品、緑黄色野菜などを

しっかり摂りましょう !

　食改おすすめレシピ集は

城辺保健福祉センターに置

いていますので、お気軽に

お持ち帰りください（数に

限りがあります）。

　

愛
南
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
に
よ

る
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
学
習
塾
が
12
月
２
日

か
ら
定
期
開
講
さ
れ
ま
す
。
授
業
形

態
は
、
受
講
者
が
持
参
し
た
教
材
・

宿
題
等
の
間
違
い
や
不
明
な
箇
所
に

つ
い
て
講
師
が
指
導
す
る
形
式
と
な

り
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

対
象
者　

愛
南
町
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
世
帯
の
小
・
中
学
生

日
程　

第
１
、
２
、
４
土
曜
日
、

　
　
　

第
３
日
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

城
の
辺
学
習
館

受
講
料　

無
料

　

※
教
材
等
は
各
自
持
参

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課
（
愛
南
町
母
子
寡
婦

福
祉
会
事
務
局
） 

℡
７
２
―

１
２
１
２

１　

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
所
有
す
る
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償

却
資
産（
事
業
用
資
産
）に
対
し
て
、

課
税
さ
れ
ま
す
。

２　

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
は
、
町

に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
頃
、
償
却
資
産
の
所
有

者
あ
て
に
申
告
書
類
を
発
送
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、
押
印

の
上
、
税
務
課
又
は
各
支
所
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈬

３　

家
屋
の
申
告
に
つ
い
て

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
や
新
築

な
ど
さ
れ
た
場
合
は
、
手
続
や
現
地

調
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
税

務
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

平
成
30
年
１
月
20
日
に
取
り

壊
し
た
家
屋
や
売
買
取
引
を
し
た
土

地
・
家
屋
が
平
成
30
年
度
に
課
税
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
固
定
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
、
そ
の
年
が
属
す
る
年
度

に
お
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
平
成
30
年
１
月
２
日
か
ら

同
年
12
月
31
日
の
間
に
、
所
有
す
る

固
定
資
産
の
状
況
に
変
動
（
売
買
な

ど
）
が
あ
っ
て
も
、
平
成
30
年
１
月

１
日
時
点
で
固
定
資
産
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
て
平
成
30
年
度
の

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ 　

　

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

保
健
福
祉
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
戦
没
者
遺
族
の
福

祉
増
進
を
目
的
に
、
次
の
方
に
相
談

業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
戦
没
者

遺
族
の
方
で
お
困
り
ご
と
が
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

委
託
期
間　

平
成
29
年
10
月
１
日

〜
平
成
31
年
９
月
30
日（
２
年
間
）

　

戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

和
泉
三
千
代
さ
ん（
深
浦
１
９
４
）

　

℡
０
８
９
５
―

７
２
―

６
９
６
９

問
合
せ　

愛
南
町
遺
族
会
事
務
局

　

（
愛
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

 

℡
７
０
―

１
２
５
１

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

お知らせ

明治150年に向けた関連施策の推進について

平成 30年（2018 年）は明治元年（1868 年）から起算して

満 150 年に当たります。政府では、内閣官房副長官を議長

とする「「明治 150 年」関連施策各府省連絡会議」を設け、①「明治以降の歩み

を次世代に遺す施策」、②「明治の精神に学び、さらに飛躍する国へ向けた施策」、

③「明治 150 年に向けた機運を高めていく施策」の 3つを柱として、政府一体

となって「明治 150 年」関連施策を推進しているところです。

国だけでなく、地方公共団体や民間も含めて、日本各地で、「明治 150 年」に関

連する多様な取組が推進されるよう、ロゴマークの使用促進や広報などを通じて、

「明治 150 年」に向けた機運の醸成を図っています。

詳しくは以下のホームページをご覧ください。

社会福祉協議会本所
Tel：70-1251

相　　談

心配ごと相談所

無料で民生児童委員2名が日常生活

でかかえる心配ごとの相談をお受け

します。

■日時：12月13日㈬14～16時
■会場：御荘老人福祉センター

放送大学愛媛学習センター
Tel：089-923-8544

募　　集

放送大学　平成30年度
４月入学生を募集します

放送大学は平成30年度第1学期の学

生を募集しています。

放送大学では、10代から90代の幅

広い世代、約9万人の学生が大学を

卒業したい、学びを楽しみたいな

ど、様々な目的で学んでいます。

資料を無料で差し上げています。

お気軽にご請求ください。

無料で司法書士が相談をお受けしま

す（1回の相談人数は5人までで事前

に予約が必要。定員に達した場合は

受付を終了）。

■日時：12月21日㈭14～16時
■会場：御荘老人福祉センター

無料法律相談

あいなん
　　掲示板

宇和島市曙町1番地
宇和島地区広域事務組合管理課人事係
Tel：0895-22-8664

募　　集

宇和島地区広域事務組合
平成30年度採用の児童指導員を募集します

■受験資格：昭和53年4月2日以降生まれで、児童指導員任用資格を有する人

　　　　　　または平成30年3月末までに資格取得見込の人

■募集する職種：児童指導員　■募集人数：若干名　

■一次試験日：平成30年1月13日㈯

■試験内容：教養試験（高卒程度）、事務適性検査、作文

　※2次試験（面接試験）は、1次試験合格者のみに通知します。

■採用年月日（予定）：平成30年4月1日

■試験案内・志願票：組合事務局管理課、組合福祉施設

　　　　　　　　　　または組合ホームページをご覧ください。

■受付期間：平成29年12月1日～平成29年12月22日（期間中の執務時間中必着）

　※受験資格等の詳細は、試験案内で確認してください。

えひめ結婚支援センター
Tel：089-933-5596

募　　集

「応援企業」と「ボランティア推進員」を募集します

愛媛県が開設した「えひめ結婚支援センター」では、出会いを求める独身男女に

出会いの場を提供するためのイベントを開催しています。

今回、会場を提供していただける店舗・施設等を「応援企業」として募集しま

す。また、イベント運営にご協力いただける「ボランティア推進員」も募集して

います。「ボランティア推進員」として活動していただいた方は、1対1のお見

合い事業『愛結び』でカップルをサポートする「愛結びサポーター」にもご応募

いただけます。幸せな結婚をサポートする愛のキューピット役のボランティアで

す。ご興味のある方は、ご応募ください。

愛媛県文化・スポーツ振興課
Tel：089-912-2972

イベント

県民総合文化祭30周年
記念事業プレイベントを開催

米良美一氏と松山市民吹奏楽団とに

よるクラシックコンサートや坊っ

ちゃん劇場と県内文化団体による

ミュージカルコンサート、高校生ビ

ブリオバトルを行います。

■日時：12月23日（土・祝）   

　　　　16時00分～18時30分

■場所：ひめぎんホール

■申込方法：入場整理券をお申込み

ください。(入場無料)
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あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「初志貫徹」－あいなん音故地新－
　先日、愛媛新聞の方が取材してくださった。11月14日に掲載された小さな記事。400字ほど

の記事なのに記者の方は細かいところまで丁寧に聞いてくださって、2時間でノート4ページが

真っ黒になっとった。その時にこの町で生まれ育って、なぜ音楽を選んで、どんなふうにして今

にたどり着いたのか、っていうことを自然と紐解いていく時間になって、いろんなことが蘇っ

て、いろんなことを思い出して、たくさんの人に会いたくなった。泣けてきた。自分がどれだけ

の人に支えられてきたか、改めて知ることのできた取材やった。

　私は売れっ子でもないし、特別なものをもっとるわけでもない。ただただ音楽が好きで続けて

きた。けど、そうやってきたことでこんな風に小さいけど記事にしてもらえて、これを見て久し

ぶりに連絡をくれた友達がおる。喜んでくれる家族がおる。ほかに何もできんくてもほかの誰か

を幸せにできんくても自分の大切な人が喜んでくれるならそれだけで十分やと、私は思う。それ

が、私の音楽やし、それが私の原点。

　さて、みなさん、今年も残り僅か。良い年をお迎えください。愛南町に笑顔溢れる一年が訪れ

ますように。

　　　　　　　　  　　　　　（テノヒラkiku）

　愛南町は県内有数のブロッコリー産地である。

といってもピンとくる人は少ないかもしれない。

JAえひめ南農協によると平成28年度の出荷数量は

171.2t。これは全国で比較するとそれほど多くな

いが、愛媛県全体の出荷数量が349.6tだから、県

内ではおよそ半分のブロッコリーが愛南町で作ら

れていることになる。

　10年前からブロッコリー作りに取り組むＪＡえ

ひめ南野菜部会南宇和支部（会員105人）支部長の

西川峰
みね

男
お

さんは、1.5haの畑で主力の「おはよう」と

いう品種をはじめ3種類のブロッコリーを育てて

いる。愛南町のブロッコリーは

10月から6月まで長期間に渡っ

て収穫できるのが特徴だ。その

間、西川さんは8度も作付を行う。

　出荷時にも他の産地にない工

夫がある。発泡スチロールに氷と一緒に梱包

することで、運送時の生長を抑え、同時に鮮

度も保っているのだ。

　西川さんの手の中で収穫されたばかりのブ

ロッコリーが朝露をたたえて輝いている。

　「鮮度はお墨付きよ！」秋の畑に笑顔がこ

ぼれる。長い収穫期が始まった。

 あいなん物産探訪 その⑰
――――――――――――――――

  「ブロッコリー」
ＪＡえひめ南野菜部会
南宇和支部　支部長

　西川峰
みね

男
お

さん

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんが綴るふるさとエッセイ

こちらから愛媛
CATVの動画が
ご覧いただけます
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子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

●柏保育所

お祭りごっこだ。わっしょいしょい !

●家串保育所

わっしょい ! わっしょい !

　　今からおみこしわっしょい、いってきまーす !!

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

12月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では

●サークル活動
　　月曜日 12：00～17：00
　　火・木曜日 8：00～13：00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8：00～17：00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8：00～17：00
　　土曜日 8：00～12：00

問 合 せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

7日㈭：もちつき

17日㈰：クリスマス会 （要申込み）

御荘子育て支援センター

「こあら」では

●サークル活動
　　月・水・金曜日 8：30～13：30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8：30～13：30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8：30～17：15

問 合 せ

御荘保育所内 ☎72-0598

12月1日㈮・4日㈪・6日㈬・8日㈮・25日㈪は夢創造館です。

12月20日㈬育児講座はぎょしょくです。一緒に楽しみ

ませんか?エプロン・三角巾・マスクをご持参ください。

「こぶたの広場」では

●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　月～金曜日・第1日曜日 10：00～16：00

問 合 せ

こぶたのお家　城辺甲2652番地 ☎73-7321
※詳しくは「こぶた通信」に記載

5日㈫：『おはなし会』 10：30～

6日㈬：出張『わんぱく』 10：00～11：30（※要予約）

クリスマス会&修了式  城辺保健福祉センターにて

13日㈬：『ベビーマッサージ交流』 10：30～11：30

　　 乳児親子&妊婦(※要予約)

18日㈪：『イライラの対処法と発達遊び』 10：30～11：30

　　 乳幼児親子 興味のある人（※要予約）

29日㈮～1月3日㈬：つどいの広場お休み

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では

●子育て（電話）相談　 ☎73-1111

問 合 せ

生涯学習課内 ☎73-1112

14日㈭13：00～15：00

その他の曜日は電話でお問い合わせください。
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西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課または各支所まで連れて
来てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※1月の引取日は、10日、17日、
31日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

天皇誕生日
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救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（1月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（1月の収集は23日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（1月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（1月の収集は4日）

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H28年3月1日～4月30日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター  9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海保健福祉センター
　10：00～11：30

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H29年4月1日～6月15日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

1月の主な行事予定
 3日（水）
 4日（木）
 7日（日）
10日（水）
　〃
11日（木）
14日（日）
18日（木）
21日（日）
25日（木）

13：30～16：20
9：00～16：00
9：00～15：00

13：00～15：00
　〃　　　

9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00

10：00～12：00
9：00～16：00

平成29年度 愛南町成人式
消費生活相談員相談日
第49回 深浦少年剣道大会
行政なんでも相談（城辺・御荘地域）
行政なんでも相談（内海・一本松・西海地域）
消費生活相談員相談日
第13回 愛南町女子6人制バレーボール交流大会
消費生活相談員相談日
平成30年 愛南町消防出初式（雨天時は10：30開始）
消費生活相談員相談日

御荘文化センター
本庁2階
旧深浦小学校体育館（あいなん幼稚園体育館）
城の辺学習館、御荘文化センター
DE・あ・い・21、一本松支所、西海公民館
本庁2階
一本松交流促進センター
本庁2階
南レク城辺多目的広場、（雨）御荘文化センター
本庁2階

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

パールイルミネーション
inDE・あ・い（1月上旬まで）
●内海公民館

平成29年第4回
愛南町議会定例会初日
●本庁3階議場　10：00～



5

12

19

26

6

13

20

27

3

10

17

24

31

SUN日曜日 MON月曜日 TUE火曜日 WED水曜日

4

11

18

25

p23 広報あいなん 2017.12

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）福岡内科外科医院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所

8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（1月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（1月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（1月の収集は25日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（1月の収集は16日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（1月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（1月の収集は24日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館  9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター  10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H26年9月1日～10月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

新聞

育児育児
●内海

犬犬

西海Ｂ（1月の収集は18日）

２０１７年
平成２９年１２月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●本庁2階
   13：00～15：30

行政なんでも相談（城辺・御荘地域）
●城の辺学習館、御荘文化センター

行政なんでも相談
（内海・一本松・西海地域）
●DE・あ・い・21、一本松支所、西海公民館

13：00～15：00

第4回 生涯学習講座
「平城人に迫る!～平城貝塚
の縄文人骨の再検討～」
●御荘文化センター
　10：00～12：00

第68回愛媛駅伝競走
一本松～宇和島大会

〔スタート10:00～一本松バス停留所付近〕
●一本松 山村開発センター
   8：30～15：00 （開会式8:30～）

正木の花とり踊り
●正木　歓喜光寺ほか
　10：00～

愛南町防災フォーラム
●御荘文化センター

14：00～15：50

第13回 愛南町スポーツ少年大会 サッカー競技
●南レク城辺多目的広場

9：30～15：00

第24回 フレンドリーカップ 
ソフトバレー大会
●一本松交流促進センター・一本松体育館
　9：00～16：00
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団体戦混合の部　A クラス優勝　SAKURA

兵頭重
し げ

徳
の り

さんが

アジアマスターズ選手権で優勝

9/26

　アジアマスターズ選手権が中国のルガオオリ

ンピックスポーツセンターで行われ、男子 50歳

砲丸投げで兵頭重
しげ

徳
のり

さんが 11.39mの記録を出

して優勝しました。

　兵頭さんは「目標であった国際大会の表彰台

での日の丸、また一つ夢が叶いました。応援あ

りがとうございます」と感想を述べました。
アジアマスターズ選手権で優勝し、表彰台の

真ん中で日の丸を掲げる兵頭重
しげ

徳
のり

さん

第 17 回愛南町

ラケットテニス大会

10/22

　第 17 回愛南町ラケットテ

ニス大会が西海体育館で行わ

れAとBの 2クラスに計 10

チーム 71 名が参加して、日

頃の練習の成果を競いまし

た。
団体戦混合の部　B クラス優勝　浜っ子クラブ

第 38 回愛南町クロッケー

親睦交流大会 

11/15

　第 38回愛南町クロッケー親睦交流大会が南レク

第５号御荘公園多目的広場で開催され、19チーム

62名が参加して心地よい汗を流しました。

【大会結果は次のとおり（敬称略、３位までを掲載）】

優　勝　久家A

準優勝　一本松B

３　位　広見C、魚神山B 優勝　久家 A
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声援に感動　中道穂
ほ の

香
か

さんらが南宇和高校で結果報告

11/7

　南宇和高校で 2017ジャパンパラ水泳競技大会と愛
え

顔
がお

つ

なぐえひめ国体（第 72回国民体育大会）、愛
え

顔
がお

つなぐえ

ひめ大会（第 17回全国障害者スポーツ大会）の結果報告

会が行われ、水泳部の中道穂
ほの

香
か

さんや相撲部の土居佑
ゆう

也
や

さ

ん、佐々木剣
けん

心
しん

さんらが全校生徒に結果報告を行いました。

　2017 ジャパンパラ水泳競技大会女子 400m自由形と

第 17回全国障害者スポーツ大会 50m背泳ぎ、50m自由

形で優勝した中道穂香さんは「愛顔つなぐえひめ大会では、

会場のアクアパレットにたくさんの方が来てくださって声

援をくれたことにとても感動しました。12月にはドバイ

で行われるアジアユースパラに出場するので結果を残せる

ようにしっかり練習したいです」と力強く話しました。

愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体

　相撲競技少年男子団体　５位

　　土居佑
ゆう

也
や

さん、佐々木剣
けん

心
しん

さん、

　　鎌谷健
けん

太
た

郎
ろう

監督

2017 ジャパンパラ水泳競技大会

　女子 400m 自由形　優勝

　　中道穂
ほの

香
か

さん

愛
え

顔
がお

つなぐえひめ大会

（第 17 回全国障害者スポーツ大会）

　50m 背泳ぎ、50m 自由形　優勝

　　中道穂
ほの

香
か

さん

全校生徒を前に 2017 ジャパンパラ水泳競技大会と

愛
え

顔
がお

つなぐえひめ大会の結果を報告する中道穂
ほの

香
か

さん

左から中道穂
ほの

香
か

さん、土居佑
ゆう

也
や

さん、佐々木剣
けん

心
しん

さん、鎌谷健
けん

太
た

郎
ろう

監督

篠山 ABC マラソン大会に出場しませんか
　愛南町では、兵庫県

篠山市と平成 28年８月

に姉妹都市提携を締結

し、様々な交流事業を

行っています。その一

環として平成 30年３月

４日（日曜日）開催の「第

38 回篠山ABCマラソ

ン大会」に交流派遣ラ

ンナーとして参加して

いただける愛南町民を

募集します。

応募資格

（1）愛南町に住所を有する 18歳以上の方（高校生は除く）

（2）過去にフルマラソン（42.195 ㎞）大会の出場実績があり、５時間以内で

完走できる方

（3）第 38回篠山ABCマラソン大会の開会式で行われる交流イベントに参加

できる方

（4）原則として、３月３日㈯～５日㈪の２泊３日間で参加できる方

派遣条件

（1）第 38回篠山ABCマラソン大会参加料（5,800 円）免除

（2）参加に伴う経費（旅費交通費）として、一律 50,000 円を助成

（3）交通手段及び宿泊先は各自で確保していただきます。（宿泊先の紹介は可能）

募集人数

　２名（原則、男女各１名）

応募方法など詳しくは愛南町ホームページをご覧ください。

第 38回篠山ABCマラソン大会公式ホームページ　http://sasayama-abc-marathon.jp/
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「
何
が
多
か
っ
た
?
」

　

先
生
の
問
い
か
け
に
「
タ
バ
コ
」

「
タ
バ
コ
が
一
番
多
い
」
と
口
々
に

答
え
る
子
ど
も
た
ち
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
で
き
る
こ

と
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
僧
都
川
の
河
川
敷
で
ご
み

拾
い
を
行
っ
た
あ
と
の
先
生
と
子
ど

も
た
ち
と
の
や
り
と
り
で
す
。
平
城

小
学
校
で
は
毎
年
5
年
生
が
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
て
僧
都

川
の
環
境
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
日
は
1
組
の
児
童
26
人
が

約
1
時
間
か
け
て
観
栄
橋
付
近
の
河

川
敷
の
ご
み
拾
い
を
行
い
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
バ
ケ
ツ
な
ど
用
意
し
た
袋

に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
の
ご
み
を
拾

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
最
も
多

か
っ
た
ご
み
が
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
で

す
。清

掃
活
動
を
企
画
し
た
高
田
悠は

る

生き

く
ん
は
「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
ポ
イ

捨
て
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
」
と
話

ポ
イ
捨
て
や
め
よ
う

決
ま
り
守
っ
て
気
持
ち
い
い
川
づ
く
り

平
城
小
学
校
５
年
生　

僧
都
川
環
境
美
化
活
動

し
ま
す
。

担
任
の
好
岡
達た

つ

也や

先
生
が
続
け
て

聞
き
ま
す
。「
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
多

か
っ
た
?
」

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
見
つ
け
に
く

い
と
こ
ろ
」「
橋
の
上
か
ら
で
は
見

え
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
く
る
と
「
わ
ざ
わ
ざ
見
つ
け
に
く

い
と
こ
ろ
に
捨
て
て
い
る
人
の
気
持

ち
は
ど
う
か
な
。
悪
い
と
わ
か
っ
て

い
て
や
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
は
ど

う
?
」

先
生
の
投
げ
か
け
に
答
え
て
い
く

う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
は
決
ま
り
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
地
域

へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

平
城
小
学
校
で
は
啓
発
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
校

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
病
院
な
ど
、
人

が
集
ま
る
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
環
境
美

化
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
川
を
管

理
す
る
愛
媛
県
と
一
緒
に
歩
道
に
啓

発
看
板
を
設
置
す
る
計
画
も
あ
り
ま

す
。高

田
く
ん
は
、「
川
沿
い
を
通
る

人
が
気
持
ち
良
く
な
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
清
掃
活
動
を
続
け
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

愛
は
南
か
ら 

―川底に埋まっていたビニール袋を拾う児童

僧都川の河川敷でごみ拾いを行った平城小学校 5 年 1 組の皆さん
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　師
走

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛

南

文

芸

檳
榔
子
俳
句
会

裂さ
き

織お
り

の
野
良
着
ゆ
る
ゆ
る
冬
は
じ
め

吉
田
モ
ミ
ヱ

濡
れ
縁
に
コ
ー
ヒ
ー
並
ぶ
小
春
か
な

山
口

和
子

は
つ
冬
や
柿
渋
に
ぶ
き
連れ

ん

子じ

窓ま
ど

若
山

節
子

浜
千
鳥
行
っ
て
帰
ら
ぬ
夫
の
舟

濵
野

康
子

秋
麗
や
リ
ハ
ビ
リ
先
生
新
妻
に
　

吉
田
　
朝
子

落
日
に
呑
み
込
ま
れ
ゆ
く
群
千
鳥
　

三
好
ミ
キ
ヱ

小
春
日
や
生
家
の
見
え
る
畑
に
き
て

山
口

　
菫

　
曾
祖
父
の
話
の
真
偽
縁
小
春

井
上

論
天

み
な
み
う
わ
俳
句
会

名
月
を
追
い
か
け
て
佇た

つ
庭
の
隅
　
　
　

田
口
ひ
さ
子

入
り
て
は
や
外と

に
出
て
み
た
き
良り
ょ
う
や夜
か
な

木
村
　
智
子

山
稜
を
駆
け
巡
れ
そ
う
星
月
夜

中
川
千
代
子

鰯
雲
ゆ
れ
て
拡
が
る
澄
め
る
海

若
林
八
重
子

四あ
ず
ま
や阿
に
解ほ
ど

く
弁
当
渓た
に

紅も

み

じ葉
　
　
　

小
島

泰
子

生
家
あ
り
牛
小
屋
の
あ
り
昼
の
虫

濵
　

初
榮

秋
日
和
子
猫
戯
れ
楽
し
か
れ

竹
村
　
勝
利

　
あ
る
じ
亡
き
庭
に
一ひ

と

叢む
ら

秋あ
き

桜さ
く
ら

松
本
ヤ
ヨ
ミ

西
海
俳
句
会

重
た
い
と
芋
捨
て
し
日
も
末
っ
子
で
　

浜
木
チ
ズ
ヱ

眼
を
病
み
て
歌
聞
く
ば
か
り
夜
の
長
や

利
根
早
智
江

兄
の
冬
見
守
り
隊
や
辻
に
立
つ

吉
田

朝
子

　
秋
日
和
隣
の
媼
も
魚
干
し

吉
田

弘
定

内
海
俳
句
会

山
彦
に
打
ち
返
さ
れ
し
猟
銃
か
な

鰤
魚
に
ど
っ
と
繰
り
出
す
浜
言
葉

太
田

信
子

晩
鐘
の
一
打
に
秋
の
彩
深
む

暮
れ
急
く
釣
瓶
落
し
の
陽
を
追
ひ
ぬ

岩
森
十
志
子

10月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

10月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （－ 10 世帯）

●愛南町の高齢化率　40.9％

10,481

22,092人　口 （－ 44 人）

世帯

人

男 （－ 32 人）10,403

11,689女 （－ 12 人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　26,832 人

～ ぶりの旬 ～

編集後記

愛南町の世帯数と人口 平成 29 年 11 月 1 日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa 青春！食育！
high school　～農業科活動日記～

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

制作：南宇和高校美術部　西本 ジュラさん

※（ ）内は前月比

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

参加者　農業科 2 年

大西良
よ し

奈
な

（一本松中出身）

清水介
か い

士
と

（一本松中出身）

中尾優
ゆ う

菜
な

（御荘中出身）

鱒樹
じ ゅ

羅
ら

（城辺中出身）

松岡海
か い

斗
と

（城辺中出身）

山田海
か い

正
せ い

（御荘中出身）

吉田佐
さ

漸
ぜ ん

（城辺中出身）

篠山小中学校と地域の方との交流会
今年で 4 回目となる篠山小中学校との交流会。4 月の田植えから

始り、10 月の収穫祭までの交流の様子をお伝えします。

4 月「田植えの交流会」
品種はもち米のヒメコマチとコ
シヒカリです。参加者は農業科
7 名と篠山小 16 名、篠山中 17
名、一般 11 名です。小学生は
洋服が泥だらけなっても気にせ
ず一生懸命植えました。南高生
も負けじと頑張りました。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
http：//www.town.ainan.ehime.jp/

　今月号の物産探訪ではブロッコリーを取
り上げました。実は愛南町は県内有数のブ
ロッコリーの産地。10 月から翌年の６月ま
で１年のうち、なんと８か月間も出荷が続
くそうです。これから春にかけて美味しい
ブロッコリーがどんどん出荷されます。ぜ
ひご賞味ください。
　加えて牡蠣やブリ、ヒオウギ貝など海産
物も旬を迎えています。日に日に気温は下
がりますが、愛南の美味しさは増すばかり。
愛南の美味しい冬が始まりました。

　今年も秋祭りの写真は愛南フォトクラブ
の皆さんに撮影協力していただきました。
地元の秋祭りに参加していると、なかなか
他地域のお祭りを見る機会がないので、い
ただいた写真を通じて楽しむことができま
した。
　紙面の都合上、掲載できなかった写真も
ありましたが、それらも含めて後日ケーブ
ルテレビで放送する予定です。迫力のある
写真がたくさんありましたので、楽しみに
していただけたらと思います。

YW

8 月「米の収穫」
立派に育った稲を丁寧に収穫して
いきます。カマを持って慎重に。7 月「えひめ国体の

　花いっぱい運動」
苗を植える時の注意点を画用紙に
書いて説明をした後、みんなで一
緒に苗を植えました。

10 月「篠山小中での収穫祭」
8 月に収穫した米で餅つきをしました。臼でついた
熱々の餅をみんなで粉だらけになりながら丸めてま
した。この後、体育館に地域の方を招いての交流会
を行い、餅とおにぎりをおいしく食べました。


